
二
○
○
五
年
八
月
一
五
日
、
ア
チ
ェ
州
（
ナ
ン

グ
ロ
・
ア
チ
ェ
・
ダ
ル
サ
ラ
ー
ム
州
）
の
州
都
バ

ン
ダ
ア
チ
ェ
市
中
心
部
は
、
遠
く
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
署
名
さ
れ
た
二
度
目
の
和

平
合
意
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
り
、
歓
喜
す
る
住
民
で

一
杯
に
な
っ
た
。
昨
年
末
の
津
波
と
継
続
す
る
紛

争
で
疲
弊
し
た
住
民
の
こ
の
喜
び
は
格
別
で
あ
っ

た
は
ず
だ
。
た
だ
、
合
意
書
に
署
名
す
る
こ
と
と
、

そ
の
実
行
と
は
全
く
別
物
と
い
う
不
安
は
残
る
。

●
カ
ラ
副
大
統
領
主
導
の
ア
チ
ェ
和
平

交
渉

こ
の
二
度
目
の
和
平
合
意
は
、
ユ
ス
フ
・
カ
ラ

副
大
統
領
の
指
導
力
な
し
に
は
成
功
し
得
な
か
っ

た
。
カ
ラ
は
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
出
身
の
ブ
ギ
ス
人
で
、

そ
の
直
言
さ
は
ジ
ャ
ワ
人
と
対
照
的
で
あ
る
。
彼

は
メ
ガ
ワ
テ
ィ
政
権
時
に
社
会
福
祉
担
当
調
整
大

臣
だ
っ
た
と
き
か
ら
ア
チ
ェ
和
平
に
意
欲
を
見
せ

て
い
た
。
新
政
権
で
副
大
統
領
に
就
任
す
る
前
の

カ
ラ
は
二
○
○
四
年
初
頭
、
出
身
地
の
ス
ラ
ウ
ェ

シ
島
・
マ
カ
ッ
サ
ル
に
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
人
の

元
研
究
者
ク
リ
ス
テ
ン
セ
ン
が
カ
ラ
の
部
下
の
フ

ァ
リ
ッ
ド
・
フ
セ
イ
ン
局
長
の
親
友
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
こ
の
人
脈
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ク

ラ
イ
シ
ス
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
（
Ｃ
Ｍ
Ｉ
）
が
今
般
の
和
平
交
渉
の
仲
介
役
と

な
っ
た
そ
も
そ
も
の
発
端
で
あ
る
。
副
大
統
領
と

な
っ
た
カ
ラ
は
そ
の
立
場
を
利
用
し
て
和
平
交
渉

を
積
極
的
か
つ
秘
密
裏
に
進
め
、
二
○
○
四
年
末

に
は
交
渉
は
完
全
に
カ
ラ
直
轄
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

津
波
前
ま
で
の
和
平
の
基
本
骨
格
は
ア
チ
ェ
の
経

済
開
発
推
進
で
、
政
治
問
題
は
後
回
し
だ
っ
た
。

そ
こ
で
起
こ
っ
た
の
が
二
○
○
四
年
一
二
月
末

の
ス
マ
ト
ラ
島
沖
大
地
震
・
津
波
で
あ
っ
た
。
史

上
希
に
見
る
大
災
害
の
結
果
、
ア
チ
ェ
は
国
際
的

に
注
目
を
浴
び
た
。
反
政
府
勢
力
で
あ
る
独
立
ア

チ
ェ
運
動
（
Ｇ
Ａ
Ｍ
）
は
メ
ン
バ
ー
を
多
く
失
う

な
ど
大
き
な
打
撃
を
受
け
、
ま
た
、
独
立
と
い
う

名
分
で
は
、
生
活
に
困
窮
し
多
く
の
家
族
を
失
い

悲
し
み
に
暮
れ
る
ア
チ
ェ
一
般
住
民
の
支
持
を
得

ら
れ
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
国
軍
に
よ
る
追
討
作
戦
は
津
波
と
は
関
係

な
く
継
続
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
急
ピ
ッ
チ
で
進

ん
だ
の
が
こ
の
和
平
交
渉
で
あ
っ
た
。

津
波
被
害
後
の
和
平
交
渉
が
進
め
ば
進
む
ほ
ど

政
治
分
野
の
議
論
が
必
要
と
な
る
。
カ
ラ
は
、
と

き
に
は
Ｇ
Ａ
Ｍ
側
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
の
ダ
ミ
ア
ン

・
キ
ン
グ
ス
ベ
リ
ー
豪
デ
ィ
ー
キ
ン
大
学
教
員
を

秘
密
裏
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
へ
呼
ん
で
協
議
す
る
な

ど
、
独
創
的
で
積
極
性
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
見
せ
た
。
そ
の
結
果
が
一
月
末
〜
七
月
中
旬
に

五
回
も
開
催
さ
れ
た
早
足
交
渉
で
あ
っ
た
。

八
月
一
五
日
に
署
名
さ
れ
た
和
平
合
意
書
は
、

ア
チ
ェ
の
統
治
（
政
治
と
経
済
）、
人
権
問
題
、

恩
赦
と
社
会
復
帰
、
治
安
維
持
、
ア
チ
ェ
監
視
ミ

ッ
シ
ョ
ン
、
合
意
書
に
関
す
る
問
題
解
決
の
六
部

構
成
、
全
七
ペ
ー
ジ
と
短
い
。

合
意
書
の
前
文
に
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国

憲
法
と
統
一
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
枠
内
に
お
い
て
、

民
主
的
で
公
正
な
方
法
を
通
じ
ア
チ
ェ
住
民
に
よ

る
政
府
が
実
現
さ
れ
る
状
況
を
作
り
出
す
こ
と
に

両
者
（
注
・
政
府
と
独
立
ア
チ
ェ
運
動
〔
Ｇ
Ａ

Ｍ
〕）
は
コ
ミ
ッ
ト
す
る
」
と
あ
り
、
こ
の
内
容

は
次
の
二
つ
の
重
要
事
項
を
含
む
。
第
一
に
、
政

府
は
（
明
言
し
て
い
な
い
も
の
の
）
ア
チ
ェ
州
だ

け
を
実
質
的
に
連
邦
制
内
の
一
州
と
し
て
扱
う
こ

と
を
約
束
し
、
第
二
に
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
は
独
立
を
あ
き

ら
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二
事
項
を
基
本
に
書

か
れ
て
い
る
が
、
合
意
が
継
続
す
る
な
ら
、
短
期

的
に
注
目
さ
れ
る
事
項
は
選
挙
を
通
じ
た
Ｇ
Ａ
Ｍ

の
政
治
参
加
と
刀
狩
り
で
あ
り
、
中
長
期
に
は
社

会
・
経
済
回
復
と
人
権
問
題
の
解
決
で
あ
る
。

ア
チ
ェ
和
平
は
進
む
の
か
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●
短
期
的
課
題
│
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
政
治
参
加

と
刀
狩
り

ア
チ
ェ
問
題
の
解
決
策
は
こ
れ
ま
で
の
無
法
状

態
を
正
常
な
状
態
に
戻
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は

独
立
か
否
か
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
問
題
で
は

な
く
、
行
政
と
社
会
の
正
常
化
の
問
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
の
一
つ
の
重
要
な
方
策
は
、
短
期
間

（
一
〜
二
年
）
で
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
政
治
参
加
を
法
律
で

明
確
に
規
定
し
、
そ
の
政
治
参
加
を
促
進
す
る
こ

と
で
あ
る
。
現
行
の
選
挙
法
で
は
候
補
者
は
全
国

的
な
政
党
か
ら
の
推
薦
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
だ

が
（
地
方
政
党
か
ら
推
薦
さ
れ
る
候
補
は
認
め
ら

れ
な
い
）、
ア
チ
ェ
州
に
関
し
て
は
、
今
年
六
月

一
六
日
に
制
定
（
七
月
二
六
日
に
施
行
）
さ
れ
た

州
令
（
カ
ヌ
ン
と
呼
ば
れ
る
）
第
三
号
が
地
方
政

党
か
ら
推
薦
さ
れ
る
候
補
を
認
め
た
た
め
、
法
の

上
位
の
原
則
に
反
す
る
状
況
が
継
続
し
て
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
八
月
一
五
日
に
署
名
さ
れ

た
合
意
書
は
、
来
年
八
月
一
五
日
ま
で
に
政
府
は

ア
チ
ェ
州
の
み
で
活
動
す
る
政
党
の
設
立
（
実
質

的
に
は
Ｇ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
政
党
を
指
す
）
を
認
め
る

よ
う
制
度
整
備
す
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
る
。
ア
チ

ェ
だ
け
の
政
党
を
認
め
る
に
は
、
選
挙
法
、
ア
チ

ェ
特
別
自
治
法
（
法
律
二
○
○
一
年
第
一
八
号
）、

地
方
行
政
法
（
法
律
二
○
○
四
年
第
三
二
号
）
の

三
法
改
正
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
政
府
と

国
会
と
の
駆
け
引
き
が
注
目
さ
れ
る
。

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
政
治
参
加
に
つ
い
て
注
意

を
払
う
必
要
が
あ
る
点
は
、
ア
チ
ェ
住
民
の
選
挙

を
通
じ
た
政
治
参
加
で
あ
る
。
合
意
書
に
よ
る
と
、

二
○
○
六
年
四
月
以
降
に
ア
チ
ェ
で
総
選
挙
が
実

施
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
こ
れ
が
公
正
に
実
施
さ
れ

な
け
れ
ば
新
設
の
州
・
県
・
市
議
会
の
正
統
性
が

落
ち
、
住
民
は
政
治
家
を
信
頼
し
な
く
な
る
と
い

う
政
治
の
危
機
が
到
来
す
る
だ
ろ
う
。

短
期
的
目
標
の
第
二
は
、
い
わ
ゆ
る
刀
狩
り
で

あ
る
。
こ
れ
は
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
武
装
解
除
と
国
軍
の
ア

チ
ェ
州
か
ら
の
撤
退
を
意
味
す
る
。
現
在
、
Ｅ
Ｕ

を
主
体
と
す
る
ア
チ
ェ
監
視
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ａ
Ｍ

Ｍ
）
が
刀
狩
り
を
推
進
し
監
視
す
る
役
割
を
負
っ

て
活
動
し
て
い
る
。
戦
闘
停
止
後
に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｍ

の
武
器
は
今
年
一
二
月
ま
で
に
「
八
四
○
丁
の
武

器
」
を
放
棄
す
る
と
合
意
書
に
は
あ
る
が
、
な
ぜ

八
四
○
と
い
う
数
字
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

同
時
に
、
今
年
一
二
月
ま
で
に
、
国
軍
は
現
在

の
約
三
万
名
か
ら
一
万
四
七
○
○
名
ま
で
兵
力
を

減
ら
し
、
国
家
警
察
は
、
九
一
○
○
名
ま
で
警
察

官
を
減
ら
す
と
い
う
約
束
で
あ
る
。
た
だ
、
刀
狩

り
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｍ
Ｍ
に
よ
る
中
立
的
で
断
固

と
し
た
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
で
、
も
し
違
反

事
項
が
発
生
し
た
場
合
、
違
反
者
を
ど
の
よ
う
に

処
罰
す
る
の
か
、
合
意
書
で
は
明
確
で
な
い
。

Ａ
Ｍ
Ｍ
が
ど
の
程
度
の
権
限
を
持
つ
か
と
い
う

点
も
重
要
だ
。
監
視
団
が
武
装
解
除
違
反
を
発
見

し
た
と
し
て
も
、
罰
則
権
限
を
持
た
な
い
場
合
は

そ
の
有
効
性
は
疑
わ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
展
開
し

て
い
る
二
○
○
名
程
度
の
監
視
団
で
は
ア
チ
ェ
北

部
海
岸
だ
け
で
も
監
視
す
る
の
に
精
一
杯
で
あ
り
、

Ａ
Ｍ
Ｍ
の
実
効
性
は
未
知
数
で
あ
る
。

も
う
一
点
刀
狩
り
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
武
器

の
利
用
で
生
活
し
て
き
た
Ｇ
Ａ
Ｍ
兵
士
と
国
軍

（
と
警
察
）
を
、
武
器
に
代
わ
る
方
法
で
ど
う
食

わ
せ
て
い
く
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
理
想
的

に
は
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
兵
士
に
職
を
与
え
る
た
め
に
は
職

業
訓
練
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
一
斉
に
実
施
し
た

り
、
鉄
道
や
ダ
ム
建
設
な
ど
の
大
規
模
公
共
事
業

を
実
施
し
た
り
し
て
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
兵
士
を
最
低
五
年

は
雇
用
す
る
な
ど
の
施
策
を
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
行

う
必
要
が
あ
る
。

国
軍
と
警
察
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
の
予
算

だ
け
で
は
そ
の
組
織
を
維
持
で
き
な
い
た
め
に
、

ア
チ
ェ
な
ど
の
治
安
維
持
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
困
っ
た
現
実
も
あ
る
。
現

実
的
に
は
、
国
軍
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
の
共
同
作
業
に
よ
る

違
法
伐
採
や
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
警
察
の
共
同
作
業
に
よ

る
マ
リ
フ
ァ
ナ
栽
培
と
売
買
、
そ
の
違
法
活
動
を

支
え
る
ヤ
ク
ザ
組
織
を
ど
う
解
体
し
、
い
か
に
他

の
合
法
的
収
入
を
国
軍
・
警
察
に
付
与
す
る
か
と

い
う
軍
と
警
察
改
革
の
問
題
で
も
あ
る
。

●
中
長
期
的
課
題
│
社
会
・
経
済
回
復

と
人
権
問
題
の
解
決

中
長
期
的
に
は
、
津
波
と
紛
争
で
破
壊
さ
れ
た

イ
ン
フ
ラ
復
興
の
み
で
な
く
、
ア
チ
ェ
住
民
に
経

済
活
動
を
積
極
的
に
促
す
試
み
が
必
要
で
あ
る
。

ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
津
波
は
、
ア
チ
ェ
州
南
部

を
強
く
襲
い
、
ラ
ム
ノ
市
や
ム
ラ
ボ
市
な
ど
の
主

要
都
市
は
全
壊
し
、
州
都
バ
ン
ダ
ア
チ
ェ
市
も
半

壊
し
た
。
二
○
万
人
以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者

を
出
し
た
前
代
未
聞
の
惨
事
は
今
後
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
不
可
欠
に
し
た
ば
か
り
か
、
同
時
に
経
済

活
動
の
基
礎
と
な
る
生
産
能
力
の
回
復
を
目
的
と
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し
た
経
済
政
策
を
必
要
と
さ
せ
て
い
る
。

政
府
は
、
ア
チ
ェ
復
興
の
た
め
に
「
ア
チ
ェ
・

と
ニ
ア
ス
島
復
興
復
旧
庁
」（
Ｂ
Ｒ
Ｒ
）
を
立
ち

上
げ
、
世
界
各
国
か
ら
の
支
援
金
（
日
本
か
ら
の

無
償
資
金
は
約
一
三
○
億
円
）
を
利
用
し
て
再
開

発
を
実
行
し
つ
つ
あ
る
。
た
だ
、
巨
額
の
資
金
を

使
う
復
興
支
援
は
容
易
で
は
な
い
。
土
地
計
画
の

基
礎
と
な
る
土
地
所
有
権
を
規
定
す
る
公
文
書
を

津
波
で
失
っ
た
住
民
も
多
い
な
ど
の
技
術
的
な
問

題
解
決
が
地
方
行
政
に
要
求
さ
れ
る
。

一
番
憂
慮
さ
れ
る
の
は
、
土
建
屋
に
よ
る
復
興

資
金
の
獲
得
競
争
で
あ
る
。
こ
の
資
金
は
来
年
四

月
以
降
に
控
え
る
ア
チ
ェ
州
で
の
総
選
挙
に
使
わ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
資
金
用
途

が
住
民
の
心
を
掴
む
（
支
持
を
得
る
）
た
め
の
政

府
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
と
の
コ
ン
テ
ス
ト
と
な
る
可
能
性
も

あ
る
。
事
実
合
意
書
が
意
図
す
る
よ
う
に
、
Ｇ
Ａ

Ｍ
は
Ｂ
Ｒ
Ｒ
の
全
部
署
に
Ｇ
Ａ
Ｍ
メ
ン
バ
ー
を
入

れ
て
ア
チ
ェ
復
興
に
参
加
す
る
た
め
、
支
援
金
の

用
途
が
政
府
と
Ｇ
Ａ
Ｍ
双
方
の
利
益
の
衝
突
す
る

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

政
府
は
同
時
に
、
人
権
問
題
の
解
決
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
親
を
国
軍
に
殺
さ
れ
た
ア
チ

ェ
の
子
供
た
ち
の
怒
り
を
和
ら
げ
る
た
め
、
何
ら

か
の
方
法
で
人
権
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
合
意
書
に
は
「
ア
チ
ェ
の
人
権
侵
害
を

裁
く
裁
判
所
を
設
置
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
こ
の
問
題
は
国
軍
改
革
と
連
動
し
た
形
で
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
パ
プ
ア
な
ど
他
地
域
の
人
権

問
題
と
も
深
く
関
係
す
る
の
で
複
雑
で
あ
る
。

ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
後
に
ア
チ
ェ
の
人
権
問
題

の
解
決
を
目
指
し
た
国
会
に
よ
る
調
査
委
員
会
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
委
員
で
あ
っ
た
国
会
議
員
が
ア

チ
ェ
か
ら
の
帰
路
に
何
者
か
に
誘
拐
さ
れ
不
審
死

す
る
な
ど
の
事
件
も
起
こ
り
、
現
在
ま
で
ア
チ
ェ

に
お
け
る
人
権
問
題
の
解
決
の
糸
口
は
示
さ
れ
て

い
な
い
。
さ
ら
に
ア
チ
ェ
の
特
別
自
治
法
に
は
人

権
保
護
の
条
項
は
な
く
、
こ
れ
を
保
障
す
る
パ
プ

ア
州
の
特
別
自
治
法
と
対
照
的
で
あ
る
。
加
え
て
、

こ
れ
ま
で
一
九
九
九
年
に
起
き
た
東
テ
ィ
モ
ー
ル

で
の
人
権
侵
害
事
件
で
起
訴
さ
れ
て
い
た
国
軍
将

校
た
ち
は
次
々
に
無
罪
放
免
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
事
実
は
、
ア
チ
ェ
に
お
け
る
人
権
侵
害
事
件
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
裁
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
悲
観
的
な
意
見
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

●
一
番
深
刻
な
問
題
は
汚
職

合
意
書
の
内
容
を
台
無
し
に
し
得
る
の
は
政
府

と
Ｇ
Ａ
Ｍ
双
方
に
お
け
る
汚
職
で
あ
る
。
ス
ハ
ル

ト
時
代
に
中
央
集
権
化
さ
れ
た
ア
チ
ェ
の
官
僚
政

治
で
は
、
住
民
の
政
治
参
加
が
極
め
て
制
限
さ
れ

て
き
た
過
去
が
あ
る
。
そ
こ
で
影
響
力
を
持
つ
の

は
土
建
屋
で
、
政
治
家
、
官
僚
と
土
建
屋
が
闊
歩

し
て
い
た
ア
チ
ェ
で
は
公
共
事
業
を
巡
る
汚
職
が

蔓
延
し
て
き
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
ア
チ
ェ
復

興
資
金
を
め
ぐ
る
汚
職
問
題
が
明
る
み
に
出
て
、

政
治
へ
の
不
信
を
再
度
招
き
、
社
会
混
乱
が
起
こ

る
よ
う
な
事
態
が
憂
慮
さ
れ
る
。
逆
に
、
汚
職
の

な
い
州
政
府
が
機
能
す
る
こ
と
は
、
ア
チ
ェ
問
題

解
決
の
第
一
歩
で
あ
る
。
今
後
最
低
五
年
は
か
か

る
津
波
後
の
復
興
は
、
強
く
公
正
な
州
政
府
を
作

る
最
高
の
機
会
で
あ
る
。

汚
職
が
こ
の
和
平
を
潰
す
こ
と
に
な
る
最
悪
の

シ
ナ
リ
オ
は
、
イ
ン
フ
ラ
に
集
中
す
る
箱
物
中
心

の
復
興
支
援
だ
け
を
透
明
性
な
く
継
続
す
る
こ
と

で
あ
る
。
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
を
考
え
て
み
よ
う
。

建
物
や
道
路
だ
け
に
投
資
す
る
と
、
土
建
屋
、

官
僚
、
政
治
家
の
癒
着
の
結
果
、
復
興
資
金
が
二

○
○
六
年
四
月
の
総
選
挙
に
流
れ
、
手
抜
き
工
事

の
結
果
で
き
た
道
路
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
薄
く
壊

れ
、
か
つ
復
興
さ
れ
る
地
域
は
極
め
て
限
定
的
で

住
民
の
不
満
は
増
す
。
そ
こ
で
、
対
策
を
迫
ら
れ

る
司
法
当
局
は
、
汚
職
容
疑
で
復
興
庁
の
中
堅
ア

チ
ェ
人
幹
部
を
逮
捕
し
、
住
民
の
信
頼
回
復
を
目

指
す
が
、
復
興
の
利
益
が
見
え
な
い
住
民
は
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
対
し
て
さ
ら
に
批
判
的
に
な

り
、
こ
の
結
果
五
年
経
っ
て
も
住
民
の
生
活
は
変

わ
ら
な
い
。
ア
チ
ェ
住
民
は
政
府
を
批
判
し
、
こ

れ
を
受
け
て
国
会
は
政
府
を
批
判
し
、
ア
チ
ェ
和

平
は
失
敗
だ
っ
た
と
い
う
世
論
形
成
が
始
ま
る
。

ア
チ
ェ
以
外
の
国
民
世
論
に
対
抗
す
る
よ
う
に
、

若
い
世
代
は
ア
チ
ェ
を
救
う
に
は
闘
争
以
外
何
も

方
法
は
な
い
と
思
い
始
め
る
。
ア
チ
ェ
の
世
論
も

順
次
反
政
府
の
色
を
帯
び
始
め
、
国
会
は
さ
ら
に

政
府
を
批
判
、
政
府
の
指
導
力
は
失
墜
し
、
ア
チ

ェ
で
武
装
勢
力
が
活
動
し
始
め
、
国
軍
が
再
配
置

さ
れ
る
、
と
い
う
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
最
悪
の
事
態
を
避
け
る
べ
く
、
政

府
、
Ｇ
Ａ
Ｍ
、
国
際
社
会
に
よ
る
適
切
で
と
き
に

は
果
敢
な
判
断
と
行
動
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

（
こ 

う
の

た
け
し
／
政
策
研
究
大
学
院
大
学

助
教
授
）
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